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いる 即 <いる 坤錘 い























Z0 "看, 〟, 〟,
人に説明で
きるほど知っている知らない 無回答










まない 無回答(条件付) もいえな で.






























































非 常 に好 ま し い 好 ま し い
ど ち ら と も い え
な い
不 安 を感 じ る
非 常 に 不安 を感
じ る
無 回 答














協力する どちらともいえない 協力しない 無回答
























































(1) (2) (3) (4) (5)
H14 ALL H 15 ALL H 15 「生 物 」 H 15 「生 物 」 H 15 「生 物 」
履 修 、 セ ン タ
ー 受 験 有 り
履 修 、 セ ン タ
ー受 験 な し
履 修 な し
(∋遺 伝 学 N.S. P <0.00 N.S. N.S. P < 0.03
② ヒ トゲ ノ ム N.S. P <0.00 N.S. N.S. P< 0.02
MI")N.¥ P< 0.00 P <0.00 N.S. N.S. P< 0.01
④ 遺 伝 子 解 析 .
治 療





























知 らな い 無 回答













































































































協力 しな い 無回答













生 物 履 修 の 有 無 男 女 差 他 大 学 卒 の 有 無
生 物 履 修 の 有 無 - P < 0.01 N.S.
性 別 (男 女 差 ) P < 0.01 - N.S.
他 大 学 で の 履 修 / 卒 業 の 有 無 N.S. N.S. -
【設 問 9】 「生 命 倫 理 」 N.S. N.S. N.S.
【設 問 10】 治 療 法 の な い 病 気 の
遺 伝 子 診 断
N .S. N.S. N.S.
【設 問 11】 家 族 の 遺 伝 子 診 断 N.S. N .S. N.S. (P < 0.069)
【設 問 12】 科 学 の 発 展 N.S. N .S. N.S.
【設 問 13】 科 学 の 発 展 が 精 神 の
領 域 ま で 広 が る 可 能
性
N.S. N.S. N.S.
【設 問 14】 遺 伝 子 研 究 に サ ン プ
ル を 提 供
N.S. N.S. N .S.
【設 問 15】 「バ ー デ イ .ワイ ン ハ











次に、 ① 「生物」履修の有無、 ② 【設問9】生命倫理、 ③ 【設問10】遺伝診断、 ④ 【設問11】家族遺





生 命倫 理 通 伝 子 診 析
家 族 の 診 断
子 診 断
科 学 発 展 精神 頚 城
サ ンプ ル
提 供
ワ イ ンハ ー
グ の法 則 §
生 物 履修 の有
無 】0.118 -0.074 0.014 0.046 -0.025 ー0.091 0.069
生 命 倫理 0.177* 0.118 0.154* 0.199* 0.168* -0.230*
遺伝 子診 断 0.483** 0.193** 0.305* 0.265* -0.274*
家 族 の診 断 子
診 断 0.094 0.126 0.150* -0.008
科 学発 展 0.499** 0.254** 蝣0.008
精 神 領域 0.412** 0.018
サ ンプ ル提 供 -0.226*
ワイ ンハ ー グ
の 法 則
§ :平成15年度のみ(N-87)、 **: P<0.01、 *: P<0.05
表3より「生命倫理」および「遺伝診断」、 「サンプル提供」は他の多くの項目と強い相関関係がみら
れた。 「家族の遺伝診断」は「遺伝診断」 、 「サンプル提供」と相関関係がみられたことから遺伝診断の回
答と家族遺伝診断の回答の仕方には深い関係があることが示唆された。おそらく、この2つの質問への
回答の思考過程は類似していることが推察される。また、 「生物」を履修しているか否かは他の回答と有
意な関連はみられなかった。平成15年度のみの数値であった「ワインハーグの法則」の知識の有無は他
の項目と相関関係があったが、負の相関という特徴がみられた。 「ワインハーグの法則」の知識の有無の
みが負の相関であることについては、本調査の資料だけでは説明することが困難であり、今後、別の角
度からの調査が要求されよう。
ま　と　め
平成14年度と平成15年度の回答の全般的傾向には大きな変化は見られなかった。むしろ、類似性が高
いように思われた。 2年間の本研究の結果、滋賀医科大学の新入生の傾向はかなり把糎が可能になった
ように思われる。今後は、上級生との比較、あるいは他の医科大学との比較検討を実施すると、滋賀医
科大学生の特徴がより明確になるであろう2。
2　昨年度と同様今回もアンケート末尾に、
【設問外】ヒト・ゲノムに関連して、生物学、哲学・倫理学の講義に対して意見、提案、希望などがありましたら、
自由に書いてください。
という1項目を付加した。その内容は昨年度とほぼ同一であり、ここでは省略する。昨年度の報告を参照されたい。
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